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「Negative Capability」である。詩人ジョン・キーツ（John Keats）の「Negative Capability」
の理論は，1817 年 12 月 21 日（日）付けの弟たち宛ての書簡に表明されている。この概念
「Negative Capability」を用いて，人と関わることについて検討する上で，有益な手段を生
み出すのではなく，むしろその苦悩に心を寄せることの意義を確認しようとする。当然で
あるが，人が何かを始めるとなると，そこにすぐさま評価がついてしまい，誰にでも分か
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りやすく，その評価から逸脱しないように，まさに「能力」を発揮できるように物事を進
めていこうとする。そこに対して，あえてそれを留まらせることに有効性を見いだそうと
するのが，「Negative Capability」である。この概念はもともとの流れとして，伝統治療師を
端緒として挙げられていたが，仏教の中でしばしば説かれていることと重複する事が多く，
仏教者にも当てはまるところではないかと考える。すなわち，「苦」の真っ最中にある相手
に心を寄せる際，その相手は「苦」を「楽」にしてもらいたいと仏教者に求めているだろ
うか。もちろん求めていないわけではないが，それがそんなに好転しやすいものであるな
らば，誰もそんなに苦悩しない。問題はその「苦」から逃れられない状況下で，どうする
かということではないかと思う。現代社会においては，「楽」になる方略をしっかり練るこ
とを第一に考えられるし，それが最良とされる。しかし，この「Negative Capability」の概
念をひとたびヒントとして考慮するならば，その「苦」にも意味が生じ，そしてそこから
展開していくことができると考えられる。 
 第二章でも言及したように，一般的な高評価に繋がる関わりばかりではなく，時として
この「Negative Capability」に頼らざるを得ないほど同じように苦悩しなければならない状
況も生じてくる。人と向き合うことに，それぞれの“武器”をもってその場に臨もうとするこ
とが前提にされても，仏教者には“その場に有効な武器”は見当たらないだろうし，そうであ
るならなおのこと，まさに“あるがまま”に関わることができるという強みを出すしかないわ
けである。「苦」とともに在ることもまた本来の仏教者の姿ではなかろうか。そして，思考
の合理性を厳しく強調するよりも心構えや信念が現実的であるかどうかを評価する方が求
められるのである。 
 今後の可能性を考えるなら，仏教者の独自性や優位性を発揮するためには，常日頃の死
生観の確認や，生死に関する仏教者としての経験の積み重ねが大切になるだろう。さらに，
幾たびにも嫌なもの，苦手なものから逃れられない耐える力（Negative Capability）を，人
との関わりにおいて相手の内面（spirituality）に重きを置ける，すなわち“空気が読める”
感性と共に磨いておくことが求められる。本論文を通して，終末期ケアにおける仏教者の
関わりという実践を言語化により可能な限り明確にしようと試みた。苦悩を抱える現場に
おいて，漠然とした「苦」に関わる姿が在るだけではなく，心を寄せるなどの内面の変化
があったとしても，表面的には分かりづらい。それを補うために，“言葉”を用いて表現する
ことにより，その関わりが可視化できるようになる。その言語化に拘った結果，抽出でき
た概念が，「spirituality」であり「Negative Capability」である。それらの言葉を用いて，人と
関わることについて，さらに振り返りを重ねることが今後求められるであろう。それが，
既存の所属宗派（教団）の“枠”内より守備範囲を広げ，“葬式（儀式）仏教”と揶揄される現
状からの脱却を意識して，医療や看護，福祉領域を始めとする他領域に活路を求めている
仏教者に対して行なう提言である。個々の人との関わりが「仏教者ならでは」の期待を込
めた見方になり，それがイメージ化されることにより，冒頭で述べた 20年後の役割として，
「生きた仏教」に繋がる仏教者が存続されることになるだろう。 
